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高い香りの沈 丁花。梅 と桜の間に春 の訪れ を感じさせて くれま す。春一番、春

雷にお水取り 。寒い 日があっても 、春を 意識する日が 続きま す。  

現在会員登録数 4,041 人さま。次号は４ 月 20 日発行の予定 で す／  
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【１】お知ら せ  
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●  講演と対談「日 本 児童文学が宮 沢賢治 から受け取っ たもの 」  

日時：３月 21 日（火 ・祝） 13： 30～ 16： 15 

講師：富安陽子（童話 作家）、宮 川健郎、大 島丈志、遠藤純（宮沢 賢治研究者）  

場所：大阪府立中 央図 書館ライティ ホール   参加費：無料   定員：300 人  

主催：宮沢賢治 学会イ ーハトーブセ ンター、日本児童文学 学会関 西例会、IICLO 

詳細・申し込 み→  https://20230321kenji.peatix.com/ 

 

●  国際講演会「 日本 の子どもの本 に描か れる「西洋 」のイメ ー ジ－石井桃子

翻訳作品から はじめ て－」  

日時：３月 25 日（土 ） 14： 00～ 16： 00 

講 師 ： ス テ ィ ー ブ ン ・ チ ェ （ 児 童 文 学 研 究 者 ）  聞 き 手 ： 土 居 安 子 （ IICLO） 

場所：大阪府 立中央 図書館  多目的室   参加費：無料   定 員： 50 人  

詳細・申し込 み↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#050325 

 

● IICLO オ ン ラ イ ン 講 座 Ⅰ 「 授 業 に 役 立 つ ！ 子 ど も の 文 学 ５ つ の レ ッ ス ン 」

（全５回）  ※３月 31 日まで配信中！  

〔１〕宮沢賢 治を読 み直す①「注 文の多 い料理店」  

〔２〕宮沢賢 治を読 み直す②「雪 渡り」  

〔３〕あまんきみ こを 読み直す①「白い ぼう し」と「名前を見て ち ょうだい」  

〔４〕あまん きみこ を読み直す② 「ちい ちゃんのかげ おくり 」  

〔５〕（特 別編 ）「あ まんきみこさ んに聞 く読むことの 喜び」  

視聴料：各回 1300 円、各回ごとに お申し 込みください 。  

気になる回だ けの視 聴も可能。期 間中は 繰り返しご覧 いただ けます。  

申し込み→  https://iiclo.peatix.com/ 

 

●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

https://20230321kenji.peatix.com/
http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#050325
https://iiclo.peatix.com/


ます。寄付金は、当 財 団が行う講座・講 演会 など、さまざまな 事業 経費に充て

させていただ きます 。ぜひ、ご協 力いた だきますよう お願い します。  

＊ 年 間 １ 万 円 以 上 ご 寄 付 い た だ い た 方 に は 、 イ イ ク ロ ち ゃ ん グ ッ ズ を プ レ ゼ

ントしていま す。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html 

※ Syncable →  https://syncable.biz/associate/19800701/ 

 

●  YouTube「大阪国 際児童文学振 興財団  公式チャンネ ル  IICLO」  

https://www.youtube.com/@iiclo1196 

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【２】コラム  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

◎  宮川健郎理事長 に よる連載「 私の出会 った児童文学 者たち 」を、次 号から

開始予定です 。どう ぞお楽しみに ！  

***************************************************************** 

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

***************************************************************** 

『遊びは勉強  友だち は先生  「ズッコケ 三 人組」の作家 ・那須 正幹大研究』  

藤田のぼる、 宮川健 郎、津久井惠 、ポプ ラ社編集部 /編  ポプ ラ社  2022年

11月  対象年 齢：大 人  

 

＊今回のゲス トは当 財団の宮川健 郎理事 長（Ｔ）です 。  

 

概要： 2021年７月に 79歳の生涯を閉じら れ た那須正幹さ んの追 悼研究本。  

第１章  那須 正幹の ことば、第２ 章  那 須正幹が書い たこと  （遊ぶ、追

いつめる、探 しだす 、解きあかす 、漕ぎ だす、祈りつ づける 、迷いこむ、

生きる①②） 、第３ 章  「ズッコ ケ三人 組」わたしの イチオ シ  この一

冊、第４章  ＜座談 会＞那須正幹 さんと の本づくり、 第５章  「ズッコケ

三人組」シリ ーズと 『絵で読む  広島の原 爆』をめぐる 旅  平 和の願いを

つなぐ場所・ つなぐ 人～広島  2022・夏～ 、と「エッセ イ  那 須さんと

私」「那須正 幹さん への手紙」か らなる 。  

 

Ｙ：と てもおもし ろく て一気に読み ました。那須さんのお 人柄や、作品、平和

に 対 す る 思 い な ど が 語 ら れ て と て も 読 み や す く 、 読 物 と し て お も し ろ さ が

ありながら、そ の目次 構成や書かれ ている 内容には研究 的な視 点（注）があ

り ま す 。 二 つ が 両 立 し て い る 点 が 、 作 家 の 追 悼 本 の あ り よ う の 新 し い １ つ

のモデルのよ うな気 がしました。その目 次内容は、タ イトル にある、「遊び

は勉強  友だ ちは先 生」が、全体の テーマ として通って おり、那 須さんがい

か に 多 く の 人 た ち と つ な が っ て い た か 、 い か に 読 者 を 大 切 に し て い た か が

伝わってきま す。  

Ｔ：そんなふ うに読ん でくださって うれし いです。僕は 、第１章 を担当しまし

た。 2022 年の春に、 編者 3 人で山口県 の 那須さんのお 宅へう かがって、段

ボ ー ル ４ 箱 の 資 料 を 東 京 へ 送 り 、 那 須 さ ん が 書 か れ た 雑 誌 の エ ッ セ イ や 新

聞の切り抜き などを すべて読みま した。そ して、そこから 、那須 さんの人生

がたどれるよ うに、 那須さんのこ とばを 選びました。 那須さ んは、 10 ぐら

いの大切にし たいこ とを、繰り返 しおっ しゃっている と思い ました。  

Ｙ：この本を 編集す るにあたって 苦労さ れたところは どこで すか。  

http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html
https://syncable.biz/associate/19800701/
https://www.youtube.com/@iiclo1196
http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html
https://twitter.com/IICLO_News


Ｔ ： 実 務 上 の 苦 労 は あ り ま し た が 、 精 神 的 な 面 で の 苦 労 は ま っ た く あ り ま せ

んでした。この本 は、ポプラ社の編 集者た ちが、ぜひ、那須さ ん の追悼の本

を 作 り た い と 思 っ た と こ ろ か ら 始 ま り 、 原 稿 依 頼 を し た 人 た ち も 、 那 須 さ

ん へ の 思 い か ら そ れ ぞ れ 思 わ ぬ 力 を 発 揮 し て く だ さ い ま し た 。 た と え ば 、

第 ５ 章 を 担 当 し て く れ た 中 澤 晶 子 さ ん は 、 那 須 さ ん の 作 品 の 舞 台 を く ま な

く歩いて充実 した内 容にしてくだ さいま した。  

Ｙ：聖地巡礼の ような ガイドになっ ていま す（笑）。那 須さんから 中澤さんへ、

平和に対する 思いの バトンが手渡 されて いるような気 がしま した。  

  この本を 編集さ れていて、心 に残っ たことはあり ますか 。  

Ｔ ： い ろ い ろ な 方 が 那 須 さ ん の 思 い 出 を 語 っ て く だ さ っ た こ と で す 。 コ ロ ナ

禍 で 偲 ぶ 会 を 行 い ま し た が 、 読 者 の 方 々 に ま で は い ら し て い た だ け ま せ ん

でした。この 本が本 当の意味での 「偲ぶ 会」だと思い ます。  

Ｙ ： い ろ い ろ な ご 著 書 が 紹 介 さ れ て い て 、 読 み 直 し た い な と 思 っ た 本 が た く

さんありまし た。そ ういう意味で ブック ガイド的な側 面もあ ります。  

Ｔ：作品が読 み継がれ ていく限り、作家は亡 くなりません 。この本 をきっかけ

に 、 那 須 さ ん の 作 品 を 読 み 直 し た り 、 新 し い 読 者 が 生 ま れ た り す る こ と を

期待していま す。  

 

（注）ある意味で 、『 ズッコケ三人 組の大 研究』１、２、ファイ ナル  石井直

人、宮川健郎 /編  ポ プラ社  1990 年 6 月、 2000 年 3 月、 2005 年 6 月の続

編ともいえる 。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 91 回「みじかい 木 ぺん」   

 試練の行方  

 

キ ッ コ は 、 あ ま り 小 さ い た め に 級 友 た ち の 〈 胆 取 り と 巡 査 〉 の 遊 び に も 入 ら

ず、一人で 机に座って 、〈一 寸ばかりの 鉛筆 を一生けん命 にぎっ てひとりでに

か に か わ ら い な が ら ８ の 字 を 横 に た く さ ん 書 い て 〉 い ま し た 。 す る と 慶 助 が

来て、ふざけ てキッ コの木ペン（ 鉛筆） を取りあげ、 なくし てしまいます 。  

 

学校が終わり 、意気消 沈したキッコ が樺の 林を歩いてい ると、〈 灰いろのひだ

のたくさんあ るぼろ ぼろの着物 〉を着て 、〈変な黒い 沓〉をは い たおじいさん

に出会います 。キッコ が学校での顛 末を話 すと、おじい さんは〈 灰色でごそご

そ し て お ま け に 心 の 色 も 黒 で な く て い か に も 変 な 鉛 筆 〉 を キ ッ コ に 手 渡 し て

くれます。（心＝芯 ）  

 

次 の 日 、 算 術 の 時 間 に そ の 鉛 筆 を 使 う と 、 難 し い 計 算 で も 鉛 筆 が 勝 手 に 動 い

て解いてしま います 。それどこ ろか、文 字 を書いても絵 を描い ても、〈 鉛筆は

ま だ キ ッ コ が 手 も う ご か さ な い う ち に じ つ に 早 く じ つ に 立 派 に そ れ を 書 い て

しまう〉ので す。  

 

何 で も 一 番 に で き る よ う に な り 、 二 学 期 に は 級 長 に も な っ た キ ッ コ 。 し か し

学 力 と 権 威 を 手 に 入 れ た キ ッ コ は 威 張 り だ し 、 周 囲 に 対 し 自 分 勝 手 で わ が ま

ま な 態 度 を と る よ う に な り ま す 。 そ ん な あ る 朝 、 キ ッ コ が あ の 鉛 筆 を な く し

て し ま い ま す 。 学 校 で 算 数 の 問 題 が で き ず 、 先 生 に あ て ら れ て 答 え ら れ な い

シーンで物語 は中断 しています（ 末尾欠 落）。  

 

キ ッ コ が こ の の ち ど う な る の か は わ か り ま せ ん が 、 主 人 公 の 慢 心 ・ 過 信 が や



がて破滅に至 るプロ セスは、「貝の火 」（ 本 メルマガ NO.108 参照 ）など他の賢

治童話にも共 通して みられるもの です（ 続橋達雄「『みじ かい 木ペン』を 中心

に」1964 年）。雲雀を 命がけで助け た子兎 のホモイにせ よ、あん まり小さく弱

い と 形 容 さ れ 、 遊 び に 加 わ れ な い キ ッ コ に せ よ 、 力 と 権 威 を 付 与 さ れ 驕 り 高

ぶったのは本 人なが ら、転落を描 く（ある いは予兆させ る）のは 実に容赦のな

い結末です。  

 

ホ モ イ に は 寄 り 添 う 父 が い ま し た が 、 キ ッ コ に は い ま せ ん 。 あ の 不 可 思 議 な

お じ い さ ん は な ぜ キ ッ コ に 魔 法 の 鉛 筆 を 与 え た の か 。 そ れ が か 弱 い キ ッ コ へ

の 試 練 で あ っ た と し た ら 、 こ の 試 練 の 行 方 は ど う な っ て い た の か 、 何 と も 気

になるところ です。  (ペ吉 ) 

 

（本文の引用 は、新 潮文庫『宮沢 賢治万 華鏡』により ました 。）  

 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ４５  

***************************************************************** 

 

「ふうん、じゃあ きく けど、母さんは、ぼ く が勉強して、いい 学校 にはいれば

満足なの。そ れでり っぱな人間に なった と思うわけ 。」  

 

ぼ く の か ら だ の な か に 、 だ れ か が ダ イ ナ マ イ ト を 仕 か け て い る ん だ 。 い つ

爆発するかわ からな いダイナマイ トを… …。  

 

（『ぼくら は海へ 』 那須正幹 /著  安徳 瑛 /絵  偕成社  1980 年 1 月  上 p.184、

下 p.231）  

 

那 須 正 幹 の 作 品 と し て は 、「 ズ ッ コ ケ 三 人 組 」 が 最 も よ く 知 ら れ て い ま す が 、

2010 年の文春文庫化 にあたって、 編集部 のインタビュ アーが 「問題作にし て

“裏代表作”と呼びた い」 （ https://books.bunshun.jp/articles/-/2919 、  

2023 年 3 月 13 日閲覧）と言った『 ぼくら は海へ』から の引用 です。  

 

主な登場人物 は、同じ 小学校の６年 生男子 ７人。うめ立 て地にあ る、使われて

い な い プ レ ハ ブ 小 屋 に 集 ま り 、 廃 材 な ど を 使 っ て 船 を 作 る と い う 物 語 で す 。

はじめは、同じ進学 塾に通う誠史（さと し）、雅彰（まさふ み ）、邦俊 (くにと

し）、勇（いさむ）の ４人と、邦俊と同 じ クラスの嗣郎 (しろう )が集まってい

ま し た が 、 誠 史 た ち が 船 を 作 っ て い る こ と を 知 っ た 学 級 委 員 の 康 彦 と 、 康 彦

の 友 だ ち で ち ょ っ と 乱 暴 な と こ ろ の あ る 茂 男 も 船 作 り に 参 加 す る よ う に な り

ます。  

 

上の引用は、父が病死 し、母と祖母 と暮らす 誠史が、塾の 成績が落 ちたことを

母 親 に 責 め ら れ た と き に 発 す る こ と ば で 、 下 は 、 ず っ と 船 作 り を し な い で 小

屋 で 大 人 の 雑 誌 を 読 ん だ り し て い た 成 績 優 秀 な 邦 俊 が 、 茂 男 に 勝 手 に 船 に 乗

っ た こ と を 責 め ら れ て 、 逆 切 れ し 、 茂 男 に の み を 持 っ て 向 か っ て い っ た と き

の 自 分 の あ り よ う を 語 っ た 言 葉 で す 。 邦 俊 の 父 は 病 院 の 事 務 局 長 で 、 看 護 婦

（ママ）さん と浮気を しており、母 はそのこ とを知りつつ 、仲のい い夫婦を演

じています。  

 

このように、すべての 登場人物が、心の闇を 持ちつつ生活 してい る様子は、今

読んでもまっ たく古 びていません。競 輪に 明け暮れる大 工の父 を持つ嗣郎が 、

船 作 り に 夢 中 に な る 様 子 も 現 代 の 貧 困 問 題 と 重 な り ま す 。 そ し て 、 こ の 作 品

https://books.bunshun.jp/articles/-/2919


が ハ ッ ピ ー エ ン ド で は な く 、 誠 史 と 邦 俊 が 船 に 乗 っ て 行 方 不 明 に な っ て 終 わ

っていること 、つまり 、結末が読者 の解釈に ゆだねられて いると ころが、宮川

健郎が「『ぼくら は海 へ』が八〇 年代児童 文学のとびら をあけ たのだ」（『 ズッ

コケ三人組の 大研究  那須正幹研 究読本 』 石井直 人・宮川健 郎 /編  ポプラ

社  1990 年６月  p.96）と述べていると お り、先駆的な 作品で あったという

ことができま す。（ Ｙ ）  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

MARUZEN＆ジュンク 堂 書店梅田店で ４月２ 日まで開催さ れてい る『ちきゅうパ

ス ポ ー ト 』 刊 行 記 念 原 画 展 に 行 っ て き ま し た 。 国 境 の な い 国 々 を 想 像 力 で 自

由 に 行 き 来 で き る 、 地 球 上 の み ん な が 手 と 手 を 結 び あ え る 、 ジ ャ バ ラ 絵 本 の

形で、日本 をはじめ 、６カ国 24 人の絵本作 家が、子ど もたちへ のメッセージ

と し て 描 い た 作 品 で あ る 『 ち き ゅ う パ ス ポ ー ト  え ほ ん 作 家 か ら 地 球 の 子 ど

もたちへ』（ ＢＬ出版  2023 年 3 月）の原画展で、すべての 絵が 展示されてい

ます。  

 

発起人は、絵本作 家の 、あべ弘士さん、石 川 えりこさん、ささ めや ゆきさん、

田 島 征 三 さ ん と 、 デ ザ イ ン を 担 当 し た 高 橋 雅 之 さ ん （ タ カ ハ シ デ ザ イ ン 室 ）、

そして編集を 担当し た、広松由希 子さん です。  

 

原画は、本の 見開きよ り少しずつ大 きくて、いろいろな手 法の絵 があって、迫

力 が あ り ま す 。 特 に 、 子 ど も と 動 物 が 野 原 に い て 、 お ひ さ ま が の ぼ っ て い る

「はじまりの 国」（松 成真理子）は、色の 美 しさをより感 じるこ とができまし

た。子どもた ちが手を つないでいる 目次ペ ージの絵（さ さめやゆ き）もあり、

文 字 が 入 っ て い な い こ と で 、 黄 色 が め だ っ て 、 あ た た か い 雰 囲 気 が よ り 強 く

伝わりました 。  

 

よく見ると、手をつな いでいる絵は たくさ んあります 。「国境 の ない国」（ 長谷

川義史）では、いろ い ろな国の子ど もたち が、「ちゃん ぽんの国 」（降矢なな）

や「パンセの 星国」（ さかたきよこ ）では 、人間と動物 が、「飛 ぶ国」（ きくち

ちき）では 、鳥と人 間 が、手をつ ないでいま す。踊って いたり、空 を飛んでい

たりしていて 、とても 自由で楽しそ うです。そのうえ、ペ ージどう しもつなが

っています。  

 

「生きる国 」（加 藤休 ミ）や「 花孔雀村 」（ スズキコージ ）のよう に植物も描か

れているもの も、フ ライング・パチャ（ ホジェル・メロ（ブ ラジル））のよう

に、レース 編みのよ うになってい るもの など、いろ いろな絵 があって、「ノダ

ム（むすび めの国 ）」（ ロマナ・ロ マニーシン とアンドリー・レシヴ（ウクライ

ナ））のよう に、「こ れ は何が描かれ ている のかな」とじっと みる と、発見があ

ったり、考え させら れたりする点 も興味 深いと思いま した。  

 

本 に は 、 本 書 の 収 益 の 一 部 を 、 ウ ク ラ イ ナ の 子 ど も た ち の 支 援 の た め に 寄 付

すると書かれ ており 、私も一冊買 って帰 りました。（Ｋ）  

 

MARUZEN&ジュンク堂 書店  

https://honto.jp/store/news/detail_041000076756.html 

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

https://honto.jp/store/news/detail_041000076756.html


■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  和田誠展  

会  期：３月 24 日 (金 )～５月７日（日）  月曜休館  

場  所：岡山県立美 術 館   観覧料 ：有料 、中学生以下 無料  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※ イ ベ ン ト の 開 催 内 容 が 変 更 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。 最 新 情 報 は 主 催 者 へ

お問い合わせ くださ い  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で紹 介しました『遊び は勉 強  友だちは

先生  「ズッ コケ三人 組」の作家・那須正幹 大研究』をプ レゼント します。ご

希望の方は、 メール で件名「メル マガ  NO.151 プレゼント 希望 」とし、 (1)お

名前  (2)郵便番号・住所  (3)電話番号  (4)メールアドレ ス、よろ しければ  (5)

このメルマガ のご感 想をお書きの うえ  office@iiclo.or.jp にお送りくださ

い。  

締切は４月 10 日（月 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

先日、児童福 祉施設 でのおはなし 会に参 加しました。 ボラン ティアや財団 ス

タッフによる おはな しや絵本がは じまる と、小学生た ちはす っとおはなし の

世界に入り込 み、私 も思わず引き 込まれ ました。最後 にみん なで「ソーマ ト

ロープ」（ 残像効果 に より回転させ た二つ の絵が一つに 見える ）を作成し、

子どもたちと 一緒に 楽しいひとと きを過 ごしました。 当財団 の大切な事業 の

ひとつです 。（ＴＡ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  
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